A Study on Change of Water Function by Water Space -A Case Study on Ohno - by 野嶋, 慎二 & NOJIMA, Shinji
福井大学
工学部研究報告
第48巻第 1号
2000年 3月
水空間別水機能の変遷に関する研究
一越前大野の事例ー
野嶋慎二*
A Study on Change of Water Function by Water Space 
-A Case Study on Ohno -
Shinji NO]IMA 
(Received Feb. 29， 2000) 
This paper aims to clarify the relation between water space and water function 
synthetically to grasp the complex relation between water environment and citizen. 
And at Ohno in Fukui prefecture as an 伎町nple，1 analized topics on water of public 
information papers by water space， water function and the age. For the purpose， 1 
classif.ed water space into喰iver" ， "Spring" and "Dnderground water"， and classified 
water function into "Life" ， "Landscape"， "Environment" and "Living thing". 
The conclusions are follows. 
(1) Each wate space has its own water functions. For example， "River" has the 
topics of "Life"， "Landscape" and "Environment" as water function， "Spring" has the 
topics of "Life"， and "Dnderground water" has the topics of "Life". 
(2) Each water space has its own change of topics by water function. 
KのrWords; Water Environment， Citizen， Water Function， Water Space 
1 .研究の目的
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水環境はそこに暮らす市民にとって環境上の重要な要素であり、近年水環境に対する意識が高まり、水環
境整備や市民活動など水環境に関する取り組みが行われている。水環境と市民とは以前からさまざまな側面
で関係を持ち、その関係性は時代背景と共に大きく変化してきている。このような状況の中で、水環境と市
民との関係がどのように変化してきたかを総合的に把握するととは水環境整備を行う上で重要である。しか
しながら、水環境と市民との関係を把握することは困難であり、その分野の研究は少ない。その理由とし
て、第 1に、水空間の多椋性が挙げられる。水環境は河川や池など多様な水空間によって市民と関わってい
る。これまでの研究ではある一つの空間についての研究が多かった。しかし、実際は水環境は一つの系とし
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て存在し、互いにつながり、影響を及
ぼしあっている。そのつながりを明ら
かにし総合的に水環境と市民との関係
を把握することが重要である。第2
に、水機能の多様性が挙げられる。景
観としての水辺空間から生活飲料水に
至るまで、水はさまざまな機能を持ち
市民との関わりを持っている。またそ
の機能は時代とともに刻々と変化して
いる。水環境と市民との関係を総合的
に把握するには、どのような水空間
で、どのような水機能によって関わっ
ているのか、その実態と変遷を明らか
にする必要がある。(図2)
本研究は、水環境整備を行うには水
環境と市民との複雑な関係を総合的に
把握する必要があるという前提に立
ち、水空間別に水機能の実態とその変
遷を明らかにすることを目的とする。
そのため以下の通りに論を進める。
第1に、市の広報誌から水に関する記
事を抽出し、水空間別、水機能別に年
代ごとにその記事数を分析する。これ
により、年代ごとに話題になっている
水機能と水空間を明らかにする。ま
た、水空間別に記事内容を分析し、水
空間に対する行政と市民の取り組みを
。は百rJ水 (清ノ'1<)をノlよす
一、}は旧ItHW自の用水を示す
図1 大野の水系
明らかにする。
第2に、記事の内容を読みとり、水機能問の相互のつながりを分析し、水環境と市民とのつながりを総合的
に肥握する。
2.調査対象地区
対象地区として福井県大野市を選定する。大野は近世城下町であり、本願清水を始め内堀、外堀、新堀、
または御殿の庭などに湧水が配置され湧水を巧みに利用していた。大野盆地は、北方と東方を千メー トルを
超える大起伏量で石川県南部に続く加越山地、西方を数百メートルの中起伏の越前中央山地、南方を起伏量
の大きい越美山地に囲まれた、標高170""'230m、面
積およそ1∞krriの山間盆地である。盆地内には東
より九頭竜川、真名川、清滝川、赤根川が南から
北に並流しており、北端の下荒井付近で地形的狭
さく音I~ となり九頭竜川にすべて合流する。 地トー水
位は地表から}"'2mと浅く地下水が湧き出る湧水
(これを清水(しょ うず)と呼ぶ)が数十箇所存
在している。町を流れる水路は本願清水から引
き、飲料水や生活用水は表通りの中央の水路へ
「上水」として流し、生活雑排水は敷地裏へ「下
?
? fj-
川¥1
-清水
(湧水)
-地下水
水環境と市民とのつながり図2
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水」として流した。
現在大野市は人口4万245人(平成7年)である。大野市は地下水が豊富であり上水道の普及率は35%程度で
市内の大半の世帯に井戸があり、地下水を飲料水として使用している。さらに工場、学校、公官庁等も井戸
を持ち、生活が水に大きく依存している。この井戸は農業用水、工業用水、生活用水の他に、道路・駐車場
などの雪を溶かす融雪用水、雪を流す流雪用水などさまざまな機能を持つ。このように大野は城下町時代か
ら現在に至るまで水環境と市民とが生活の中で密接に関係しており、これを調査対象地区と選定した。
3.調査概要
(1)水に関する情報源の設定
大野市の広報誌である「市政おおのJ (1954年7月より1998年12月まで全639号)から、水に関する記事を
全て抽出する。行政の広報誌は、行政が発行したものであるため、必ずしも正確に社会情勢を反映している
とは言えないが、地方新聞等と比較し、地域に限定した記事が多く、最も地域社会の情報が得られると考え
た。また地域住民へのヒアリングやアンケートなども水の情報の抽出方法として考えられるが、年代ごとの
特性と変遷を客観的に分析するため、情報源として広報誌を選定した。
(2)記事の分類
抽出した記事を①水空間、②水機能、③記事の種別により分類を行い、さらに記事を50年代から10年ごと
に分類した。水空間、水機能、記事の種別をそれぞれ以下の通りに分類する。
1)水空間の分類
水空間として、地下水、JlI、清水の3つの空間を設定する。
①地下水~飲料水など大野市の中心街の多くの世持の生活を支える面的な空間を示す。
②川~河川、用水路、排水路など川幅に関わらず、水が地表を流れる線としての空間を示す。
③清水(湧水)，，-，地下水が湧き出る場所を示す。水路に流れる拠点として地下水と川をつなぐ空間である。
以上3つの空間は大野市街地全域の水系の中でつながっているが(図 1)、水環境と市民とをつなぐ媒介と
しての水機能は水空間ごとに大きく異なると考えられる。
2)水機能による分類
市民と水環境をつなぐ媒介としての水機能として、生活、最鋭、環境、生物の4つの機能を設定する。
①生活~市民が「使用するj行為の対象としての水(水遊びゃ洗うなど人間の牛活行為と直接関係した機能
を示す)とする。また生活は「水遊びJや「飲む」など行為の種類が多く、細分類として表1のように11分類
した。
②景観~市民が「見るj 行為の対象としての水
③環境~市民が「環境を意識するJ行為の対象としての水(環境問題など漠然とした環境を忌識する媒介と
しての水を示す)
④生物~市民が「生物とふれあうj媒介として水
3)記事の種別の分類
記事の内容から、行政の取り組み(事業・政策、会議・学習会)、市民による取り組み(市民活動)、そ
の他(市民への呼びかけ、広報他)に分類した。
4.記事数から見た水空間の変遷
4-1 水空間ご、との水機能の分析
水空間ごとの水機能の特性とその変遷を明らかにするため、本空間ごと水機能ごとの記事数を年代ごとに
分析する。(表1)
水に関する記事、全440記事のうち、 )1が161記事、治水が55記事、地下水が103記事、その他が131記事で
あった。ここで、 「その他j とは水処置施設やダムなと、の水に関する施設と水全体についての記事を示す。
(1)川空間
234 
表1水空間と水機能による年代ごとの記事の分類
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(注意)数字は記事数を示す。 r市政おおのj は1954年7月創刊のため、 1950年代は6年分の記事である。
年代の'50、などは1950年代の10年間を示す
水機能別に全年代合計の記事数を見ると、 「生活jが73記事と最も多く、 「景観j 、 「環境Jが26記事、
「生物j は11記事と少ない。
また生活の中で「排水J r流雪消防用水Jに関する記事がそれぞれ23、24、18記事と多いことが分か
る。
年代別に全水機能合計の記事数を見ると、年代に関わり無く、 33"-'45記事 (50年代は12だが6年分の記事で
ある)とぱらつきがないことがわかる。
「生活J機能では、 70年代に22記事と最も多く、その後減少し90年代では12記事である。これに対し「環
境J r生物J機能は年代ごとに増加していることがわかる。
(2)清水空間
水機能別に全年代合計の記事数を見ると|一生物lが26記事と最も多く、次に I民観lが10記事、 r '1'_76-J 
が7記事である。
また I生活jの'11では|洗うJが3記事、 「飲むjが2記事、 |水遊びJが2記事とこの3つの機能であり、
「洗うJという機能で共通しているものの川空間における水機能とは大きく異なっていることがわかる。
年代別に全水機能合計の記事数を見ると、年代ごとに記事数が多くなっていることがわかる。 50年代では1
記事であったが、 90年代には22記事と増加している。
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(3) t也T水
水機能別に全年代合計の記事数を見ると、 103記事中99記事が「生活J機能に関することであった。またこ
の中で「地下水全般J41記事、 「融雪J36記事、 I生活用水J14記事、 「工業用水J7記事と多く、川や清水
における生活機能とはその内容が異なる。特に「地下水全般」が多いことから、生活用水として市民の生活
を全般的に支えていることがわかる。
年代別に全水機能合計の記事数を見ると、 50年代はO、60年代は3記事と少なく、 70年代に53記事と急激に
明加している。またこれを境に80年代では減少し、 90年代で再び増加している。
以上の分析より、次のことが明らかになった。
-水空間によって時代ごとの記事数の変遷に違いが見られ、これは水環境に関する話題が水空間ごとに時代
によって変化していることを示している。川空間は年代ごとに記事数の差異は見られないが、清水空間は記
事数は年代ごとに増加し、地下水は70年代に顕著に増加している。しかし川空間を水機能ごとに見ると生活
機能が70年代を境に減少し、変わって環境機能や生物機能の話題が多くなる。清水空間は生活機能の関連記
事は少ないが70年代から景観、環境、生物機能に関する記事が増加している。地下水は生活機能に関する記
事が大半を占める。
.7J<.空間によって水機能ごとに記事数の違いが見られる。川空間は「生活景観環境jの機能が多
く、清水空間は「生物景観」の機能、地下水は大半が「生活」機能である。
-水空間ごとに「生活Jの機能の内容が異なる。川空間は「排水」や「流雪I、 「消防用水jの機能が多
く、清水空間は「洗う水遊び飲むJの機能が多く、地トー水は「地下水全般Jや「融雪Jの機能が多
4-2 水空間ごとの行政・市民の取り組みの分析
行政や市民が水空間に対しどのような取り組みを行っているか、そしてその変遷を明らかにするため、水
空間ごとに、活動主体(行政と市民)とその内容ごとの記事数を年代ごとに分析する。(表2)
(1)川空間
全161記事のうち、行政の取り組みが36記事でそのうち33記事が事業や政策に関するもので、あった。またそ
のうち仁事に関するものが21記事と大半をしめる。市民活動は9と少ない。年代ごとに見ると90年代が市民活
動が6記事と多く、次第にrh民活動の活発化が話題になっていることがわかる。
(2)清水空間
全日記事のうち市民活動は12記事を占め、行政13記事とほぼ同じである。これも年代ごとに市民1舌動の記
事が増加している。中でも活動1体についての記事が多い。
(3)地ド水
全103記事のうち、行政の取り組みが39記事と多く、市民活動については2記事と少ない。行政の取り組み
の中でも事業・政策が24記事と多いが、会議・学習会も15記事と多い。しかも70年代が10記事と大半を占め
ている。とれは行政が市民への啓発を実施していることを示している。
以上の分析より、次のことが明らかになった。
-水空間によって行政や市民の取り組みに差異が見られる。川空間は行政の事業・政策に関する記事が多い
のが特徴であるのに対し、清水空間は市民活動が多く、地下水は行政による会議・学習会が多い。
-川空間、清水空間において市民活動が90年代になって増加している。
-地下水は最も生活に密接に関係しているが、直接見えない空間であるため市民が取り組みにくい。
5.水機能間のつながり
各水空間において多様な水機能があり、その機能に関する記事はH寺代とともに変選していることが明らか
になった。水機能は実際には互いに関係し合っており、総合的に水環境と市民との関係を解明するには、水
機能同志の関係性や行政・市民との取り組みとの関係性を明らかにすることが必要である。このため、記事
の内容を読みとり、水機能問の関係、水機能と行政・市民の取り組みとの関係を明らかにする。(図3)
236 
OJlI空間
水空間の変化
水機能
清掃
0地下水
水空間の変化
市京I両劃叫一量一一下弘一永大…世低下←石d井戸枯E開抗[重童下| 謡
水機能
水空間行政 〔垂直jへの取 :融雷・工業用水の規制j
り組み市民 了耐水・保全の働き;
? ?? ?? ??
???
，??
???? ?? ?? ??
水機能
人工池の工事 環境整備:
本願清水整備計画 I 環境美化
怪盤五一 河ト当ー を守る蚕:
イトヨ保議活動j 雪国r\T=J:~-干下ヨのい越冬準備
?????
?
?
????????
? … ???
?
? 」 ?
?
?
??
?
?
? ?? ?? ?
?
?
????
? ??
「
?
??
肩境
美化
ljFI空
イトヨの住める環ー :り
一時間zE向 鰍
???????? ? 主事残土~I f7k路改輯
:汚泥除去卜一一一一ー
一一一一ーは水機能聞のつながりを示す
図3 水機能聞及び水機能と行政・市民の取り組みとの関係
(1)川空間
川へのゴミ放棄という行為を軸にして、 3つのつながりが見られる。
第 1に、景観との関係である。景観面での機能低下によって、景観美化に関する記事へと関係している。
第2に、家庭の排水とコミ放棄によって、水質向染を引き起こし、これが農業用水と生物に関する記事に
つながっている。そして中物から環境美化の記事へと関係する。また市民の取り組みとして生物保護の活
動、川の清掃の活動が生まれている。
第3にゴミ放棄が川の流れをせき止める、または川へ当・を拾てる行為(流当)が川の流れをせき1Lめ、 iりJ
火用水としての機能を低下させている。
以上のように川空間はさまざまな水機能を持ち互いに関係がある。そして、その中から市民活動も生まれ
ている。
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(2)地下水
1970年代に地下水の話題が多く取り上げられている。それは地下水位の低下である。河川・水路の改修、
土地の基盤整備、ダムの建設により地下浸透が減少した。また家庭での生活用水、工業用水、モータリゼー
ションの進展による融雪装置の普及により、地下水使用量は増大した。これにより地ド水位の低下、井戸枯
れをおこし、生活用水に大きな影響を与えている。
これにより、審議会が開催され、市民の節水・保全の活動が起こり、条例化や融雪・工業用水の規制の動
きが起きている。
(3)清水空間
清水空間は狭い領域であり、それぞ、れの清水で水機能が異なっている。例えば、本願清水では、昭和9年に
イトヨが天然記念物として指定された。その後、地下水の低下により湧き水が止まった。これにより、本願
清水整備計画により人工池を造り、環境整備を行っている。さらに市民活動も生まれている。
a方、中野清水ではまず水質などの環境汚染が話題にのぼり、汚泥除去や改修などの改良工事が行われ
た。汚染されていた清水は美化され、これによりイトヨを放流し、環境の管理、生物保護の住民活動が行わ
れた。水環境が地域内の市民活動の資源となっている。イトヨが住める環境をつくるために市民活動が起こ
り、その後環境を守る市民活動が継続している。生物という水機能を媒体として市民が水環境に積極的に関
係を持っている。
以上のように、清水空間は領域として小さな空間であり、それぞれ異なった環境整備や市民活動が起きて
いることがわかる。
6.まとめ
大野市の広報誌「市政おおのj から、水に関する記事を抽出し、記事数の変遷から水空間ごとに見られる
水機能と行政・市民の取り組みの話題の変遷を明らかにした。さらに、記事内容より、水機能のつながりを
明らかにし、水空間の変遷の実態を解明した。結論は以ドの通りである。
. /1<空間によって時代ごとに記事数の変遷に違いが見られ、これは水への関心が水空間ごとに時代によって
変化していることを示している。また水機能も水空間ごとに年代により変化していることがわかった。
-水空間によって水機能ごとに記事数の違いが見られる。川空間は「生活景観環境j の機能が多
く、清水空間は「牛命物景観j の機能が多く、地下水は大半が「生活j機能である。
-水空間ごとに「牛活Jの機能の内容が異なる。川空間は I排水流雪消防用水j の機能が多く、清
水空間は「洗う水遊び飲むjの機能が多く、地下水は「地下水全般融雪jが多い。
-各水空間において多様な水機能があり、丘いにつながりが見られる。例えば、川空間では川への「ゴミ放
棄」という行為を軸にして、 3つのつながりが見られる。第 1に、景観との関係。第2に、生物及び環境美化
との関係。第3に、防火用水との関係である。
以上、自治体の広報誌という情報源を用いたという前提はあるが、都市の全体の水系において水環境と市
民との関係を総合的に明らかにする方法を提示することができた。川、清水、地下水、ともに市民活動が近
年起きている。今後は、これらを統合した新しい秩序を作っていくことが重要であり、そのため水環境整備
や水と関係した市民活動を詳細に分析し、その実態を明らかにすることが必要である。
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